
医療ソーシャルワーカー（特定）の募集について 

 

１．採用職種  医療ソーシャルワーカー 

 

２．雇用形態  特定有期職員（1年更新，最長５年） 

        ※常勤職員の人員の空き状況によっては，勤務実績により常勤職員 

（任期の定めのない職員）へ登用する場合あり。 

※更新は次により判断します。 

①契約期間満了時の業務の必要性、②従事している業務の進捗状況、 

③能力、業務成績、勤務態度 

更新上限 有（通算契約期間 3 年まで。ただし、大学が特に必要と認める場

合は 5 年まで。） 

 

３．募集人員  １名 

 

４．勤務場所  神戸大学医学部附属病院  （変更の範囲）大学の定める事業場 

 

５．採用予定日 令和６年７月１日 

 

６．職務内容  （１）各種専門相談業務 
（２）地域の医療機関及び福祉関連機関との連絡調整業務  
（３）医療福祉相談業務  
（４）ソーシャルワーク業務における研究及び教育業務  
（５）上記業務に伴う事務作業 
（変更の範囲）原則として変更なし 

 

７．応募資格  次のすべての条件に該当する者 

（１）社会福祉士の資格を有する者 

（２）医療機関における医療ソーシャルワーク業務の経験がある者 

ただし，次の者は試験を受けられません。 

１.禁錮以上の刑に処せられ，その執行を終わるまでの者又はその刑の執

行猶予期間中の者その他その執行を受けることがなくなるまでの者 

２.懲戒解雇又はこれに相当する処分を受けたことのある者で，その処分

の日から２年を経過していない者 

３.日本国内における活動に制限のない在留資格を有しない者 

 

８．応募書類  （１）履歴書（別紙様式に写真貼付（直近３ヶ月以内のもの）・氏名自署で 

お願いします） 



        （２）社会福祉士登録証（写）※資格証取得者のみ 

（３）職務経歴書（任意様式） 

 

９．応募方法  封筒に「ＭＳＷ（特定）応募書類」と朱書の上，郵送願います。 

 

10．応募締切  令和６年５月３１日（金）必着 

 

11．選考方法  （１）第一次選考：書類選考 

        （２）第二次選考：筆記試験（小論文）および面接 

第一次選考結果通知時に，対象者には詳細を連絡します。 

※面接日応相談 

 

12．給  与  月給制（当月払い） 

初 任 給  学歴，職歴により決定します。 

        昇  給  あり 

手  当  期末・勤勉手当(ボーナス)，通勤手当，住居手当，扶養手

当，超過勤務手当等 

        ※給与は，本学支給基準（国立大学法人神戸大学職員給与規程）により支給

します。 

 

13．勤務時間  所定労働時間 ８時３０分から１７時１５分 

               （休憩時間 １２時１５分から１３時） 

                休  日  土曜・日曜と祝日，年末・年始（１２月２９日から１月３日） 

 

14．休暇制度等 年次有給休暇 年２０日（年の途中の採用の場合は在職期間に応じて付 

与）残日数は２０日を限度として翌年に繰越可。 

病気休暇，特別休暇（ワークライフバランス休暇，忌引休暇等） 

※国立大学法人神戸大学職員の労働時間，休日，休暇等に関する規程によ

ります。 

※その他勤務条件は，国立大学法人神戸大学職員就業規則に定められてい

ます。 

 

15．社会保険  文部科学省共済組合，厚生年金保険，雇用保険及び労災保険に加入     

 

16．そ の 他  （１）採用が決定しましたら，採用までに「麻疹，風疹，流行性耳下腺炎，

水痘」の４感染症疾患について，ワクチン接種等により免疫を獲得し

ていただくことを原則としています。接種費用については，自己負担

になることをご了承ください。詳細は，採用決定後にお知らせいたし



ます。 

（２）受動喫煙を防止するための措置：敷地内禁煙 

        （３）応募者から取得する個人情報は，選考及び採用以外の目的には使用 

しません。原則として，応募書類は返却しませんので，ご了承願いま 

す。 

 

 

17．書類提出先及び連絡先 〒６５０－００１７ 

                         神戸市中央区楠町７丁目５－１ 

               神戸大学医学部総務課人事係  

               電話 ０７８－３８２－５０２５（直通） 
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学歴（学校名・学部名・学科名等） 在学期間

資格（学位含む）・免許等の名称

卒（見込）・
修・退の別

賞罰・処分歴等年月

氏名

国籍（Nationality）
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区分

～
休　業

or
休　職

～
休　業

or
休　職

神　戸　大　学

自 年月日 至 年月日

休業・休職歴

職　　　　歴　（勤務先，職種等）

　本書の記載内容は事実に相違ありません。なお、本書に虚偽、経歴の詐称又は記載すべき重要事項に漏れがあ
るときには、採用取消や懲戒処分等の対象となり得るほか、採用日に遡及して給与を返納しなければならない場合
があることについて異存ありません。

令和　年　月　日

自 年月日 至 年月日

署名



履歴書記入要領 
 
本履歴書の記載内容については必ず証書等により又は在籍機関等に直接確認のうえ、相違脱

漏のないよう記入願います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ Ａ４用紙に両面印刷して、末尾の署名のうえ提出してください。履歴書が複数枚にわたる

場合は、署名がない用紙の右上に署名して提出してください。 

 

(１)「写真貼付」欄 

作成日前６月以内に撮影した鮮明な写真（白黒・カラーどちらでも可、上半身、正面向、

脱帽、大きさ縦 3.5～4.0cm×横 3.0～3.5cm）を貼り付ける（画像ファイルの利用可）。 

 

(２)「氏名」欄 

● 戸籍のとおり正確に記入し、必ずフリガナを付す。 

● 日本国籍以外の国籍のみを有する場合は、外国人登録証明書のとおり記入する。 

● 外国人登録前の場合は、旅券（パスポート）に記載されている氏名をラストネーム、

ファーストネーム、ミドルネームの順にアルファベットで記入する。 

 

 (３)「学歴」欄 

● 高等学校以後の学歴について記入する。ただし、日本の義務教育に相当する外国の学

歴を有する者については、小学校以後の学歴について記入する。 

● 学校名、学部（研究科)名、学科（専攻）名、課程名称等を省略せず記入する。また、

外国の学校の場合は学校等名称の後に括弧書きで当該国名を記入する。 

● 夜間課程の学歴については（夜間課程）と、通信課程の学歴については（通信課程）

と記入する。 

● 専門学校、専修学校等の学歴については、課程年数と修業年限を（○年課程、修業年

限○年）と記入する。 

● 複数の大学院課程を修了した場合、転学した場合等全ての学歴を記入する。 

● 転入学又は編入学した場合は、学校等名称の後に（○年次転入）又は（○年次編入）

と記入する。 

● 休学期間がある場合は、学校等名称の後に改行して（休学 平成○年○月○日～平成

○年○月○日）と記入する。 

 

(４)「資格・免許等の名称」欄 

● 学位について 

修士、博士等の学位について、学位名称に付記する専攻分野の名称とともに記入する。 

◆ 注 意 事 項 
①提出書類に虚偽、経歴の詐称又は記載すべき重要事項に漏れがあるときは、採用を 
取り消すことがあります。 

②記載内容に基づき給与決定を行います。採用後記載内容に誤りがあることが判明し 
た場合は、採用日に遡及して給与を返納しなければならないことがあります。 

③経歴詐称があった場合は懲戒処分の対象になります。 



    →修士（○○学）（○○大学）、博士（○○学）（○○大学） 

● 資格・免許・試験について 

職務上必要又は有用な資格、免許、試験について、取得年月日とともに必ず記入する。 

 

(５)「賞罰・処分歴等」欄 

該当がある場合に記入する。特に、セクシュアルハラスメントを含む性暴力等を原因と

して、過去に罰又は懲戒処分等を受けたことがある場合には、その処分等の内容及び具体

的な事由を必ず記入すること。 

※ 被害の発生を未然に防ぐことができるように、記載を求めるものです。 

 

(６)「職歴」欄 

● 大学は学部（研究科）名を、民間会社等は部課名等を、研究機関等は研究室名等まで

省略せず正確に記入し、所属組織から通知された正式な職種又は職名を記入する。 

● 「区分」欄が非常勤（季節労働者、パート社員、契約社員及びパートタイム労働者等）

の場合は、１週間あたりの所定労働時間数（残業時間は含まない）を記入する。 

● 研究生、聴講生、科目等履修生及び特別研究学生等（以下「研究生等」という）歴は、

所属組織の名称（大学の場合は学部名等、研究機関の場合は研究室名等まで）及び研

究生等の種類を記入し、「区分」欄に１週間あたりの研究従事時間又は授業時間数を記

入する。 

 

(７)「休業・休職歴」欄 

  休業や休職の期間、理由等を記入すること。 

 →育児休業、介護休業、病気休職（私傷病）等 
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